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　Paper　chromatography｝こよる鞭蚕幼虫の1血L液内遊　　　お健寮のよ勢合にも5齢5「I　Iii乃鷺6111qの螢児をとり阿
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　
離アミノ酸の検出についてはAndr6e等は6種l／l｛を認　　　様の方法により材11：1を調製した。なお寮児は何れ亀，　il　’

め謡1論、6欄を分離し，そのi・1・1・3騨剛直ll糺，吉　・13号酬・・た。

武輔・8髄分1　　し，そのT・1…4翻1を　辮して・・る．1・va　（2）P・p・・ch－t・9・aphy

石癖1ま26種髄分　1　し，そ刎・12聯髄　￥・ll糺て・・　濾線煉1㈱紙N・．5・酬・・，漱元・・塀rl畑拗
　　　　　　d）　　　　　　　　　　　　　　　　　－
る。夏に福田等はBioassyにより18種駕1のアミノ酸を　　　6cm，　i糊さ約40cmのガラス円筒内で水飽和の1t一ヅ．exノ

確認している。一方，病蚕の血液内の遊離アミノ酸の検　　　一ル及び0，1％のアソモニア10％を含むフH・・ノ・・一ルを用
　　　　　　　　　E）　　　　　a）
出については吉武等及び石森等の膿病蚕1血L液につレ、ての　　　い，二次光の場合には内径30cm，高さ55cmのガラス蝋
研究があり，献轟畷麟と1農獺餓との際犀建h　r・1で・．T－・一ルと・一ブタ・一・2・・Zll’び・：L：ノ唖と’・チ

的にも又盈的にも殆んど差異のない事を認めているが，　　　ジソコリジンの農開液を用い，20°～25°Cにおいて上昇

石麟1輪者の間に勲に醗異臆いが，靴に噸　法で行つた。な醸徽哩色灘常灘従つた⑪

著な差異があることを報告している・　　　　　　　　　　　　試料はミクPtピペットにより・一次元の場含はO・01cc

　筆者は上記諸氏の方法にならい，健蚕1面し液内の遊離ア　　　0・03cc・　O・　05cc及び0・08cc宛を・二次元の場合1夷菰，

ミノ酸をPaper　chrolnatographyにより検出すると共　　　0・06cc・O・・08ccを添力Plした。但し白瑚病養及び緑照病

に硬化病蚕の病態生理研究の一部として白硬病蚕及び緑　　　叢の場合には更に0・1cc及び0・14ccをも添加した　・i

懸病蚕の血液内の遊離アミノ酸の消長を健蚕のものと比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果及び考察
較検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料の添加量を種々に変えて反覆実験した紬果は別爽

　　　　　　　　　材料及び方法　　　　　　　　　　に示す如くである。先づ，アミノ酸の種類に於ては，健養

　（1）材料　　　　　　　　　　 では19種類を分離し，内18韮重類を諏めたが，白磯病蚕で1：

白殖病蚕の場合は5齢起蚕時におv・て，：u緑瀦蚕の　本実験の範囲内で｝瀧蟄にくらべ非脳にアミノ酉勧数が

場合は4齢趨蚕時においてそれぞれ硬化病菌を衡重し，　　　減り11種類（内不確実1種類）を認めたのみであつた。こ

3日間多湿育の後普通に飼育し，5齢5日日又は6口目　　　れに反し緑魍病蚕においては健蚕に認められたアミノ酸

に生じた白彊病蚕及び緑畷病蚕を採取し，驚死後約20時　　　の中Tryptophanを認める事が禺来なかつたが，その他

間を経過して稚硬化しはじめた病蚕の脚部からiliL？tEをと　　　のアミノ酸はいつれも健蚕と同様に認める事が出来た。

り，その2ccに倍量の96％アルコールを加えて生じた沈　　　　次に健蚕，白彊病蚕及び緑殖病蚕の3者問における各

澱を遠心分離し，上清を1ccに減圧濃縮して用いた。な　　　アミノ酸の比較濃度を見ると，緑礪病蛮ではCystine，

，確。襯。、954年、、朋麟縛会申緻柵嬬　Glycine及びP「°li”eは騨と照脚澱であつた
　表会にて報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，その他のアミノ酸はいつれも健蚕の場合よりも減少

＊＊信州大学繊維学部　蚕体病理学研究室　　　　　　　　　　していた。白彊病蚕においては・緑殖病蚕よりも距に薯
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しく滅少しているアミノ酸が多かつたが，　Aspartic　acid　　　　〔2〕1要化病蚕」血液内のアミノ酸と健蚤1血1．液内のアミノ

のみは逆に緑蝦病蚕及び健寮よりもその濃度が増加して　　　酸との比較濃度は，白贈病蚕及び緑懸病翼峯においては健

いる事が確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　蚤よりも大部分のアミノ酸が滅少している事を認めた。

　以上の様に，硬化病蚤においてアミノ酸の種類及び健　　　殊に白媛1病蚤の場含において1ま緑殖｛病蚕の場禽よりその

握との比較濃度が減少しているのは，硬化痢菌の菌糸が　　　程度が著しかつた。又白照病蟄に於てはAspartic　acid

餐の1嚢L液内で発育繁殖のためにアミノ酸を摂取するため　　　が健蚕の場合より増加している事が認められたo

であろうと考えられる。そして白磯病蚕の場合の方が緑　　　　終りに当り，御校閲をいただいた松羅卓見先生及び終

嘱病蚕iの場合よりその程度が著しいのは，緑蝦病菌の発　　　　始本実験に熱心にifi…［1協力いただいた胤川襲恵子・氏に1卑：く

育は白獺病繭の発育より納おそいためであると考えられ　　　感謝の意を表す為o

る・又白嚇蚕の轍内｝こおいてA・p・・tic　acidがf・tts　　　　　引用文献
蚕のi胎よ蝋加してV’るのは白蘇菌瀕腋内畷1封　（11M．　D．　ANDR虹M．　B．　REN。－GUy・R・v・e　d・

質を分解して生成したためであろうと思われる・　　　　　　　　　Ver　rt　Soie，51（1949）

健蚕及び硬化病蚕血液内遊離アミノ酸の種類及び濃度　　　　（2｝福【il・1紀女：1：覇要誌・19（4）・372－一一374（1950）

ア　ミ　ノ　酸罵蠣・酬緑遡・綴（3）一一一欄桐村二郎：°酷23（3）・194（1954）
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十卜　　　　　　　　　　　　　　　Summary

（十）　　　　　　The　author　detected，　by　tlle　paper　chromato・

十←　　　　　　　graphy，　free　amino　acids　existing　in　the　blood

→十　　　　〇fwhite　and　green　muscardine　s…lkworlns　that
’t’t’

@　h。d　b。g。n　t。　h、，d。。　ab。。t　20　h。urs　afte・th・y

＋　　di，d。f　th，　di，，a，es　and　the。、。mp、，ed　these

朴
　　　　　　acids　with　those　of　the　normal　silkworm．　The
什

　　　　　　results　obtained　are　as　follows：　　　　　　　1
十

十←　　　　　　（1）The　author　detected　19　kinds　of　amino

十卜　　　　acids，　one　Qf　which　was　uncertain　in　the　norma1

十　　　　silkwQrm，　While　181dnds，　one　of　which　was

十　　　　　uncevtain，　in　white　muscardine　silkworm　and　ll

M　　　　　kinds，　one　of　which　was　uncertain，　in　green

十　　　　　muscardine　silkworm．

’備考　衷中の記号はアミノ酸濃度の大小を示す。括弧内　　　　（2）Concerning　the　comparatlve　quantity　of
　　　　のものは不確実のものを示す・　　　　，h，。min。　acid、，　the　au，h。r　ack。。wl，dg，d，h。t

　　　　　　　　　　摘要　　the　amount　of　most　amino　acids　in　the　white
　　Paper　chromatographyにより硬化しはじめた白彊病　　　muscardine　and　green　muscardine　silkworms　are

　蚕及び緑贋病蚕血液内の遊離アミノ酸の検出を行い，健　　　general】y　less　than　in　the　normal　silkworm，　esp・

　蚕血液内の遊離アミノ酸と比較検討し，次の結果を得た。　　　ecially　white　muscardine　silkworm　showing　much

　　（1）アミノ酸の種類は健蚕において19種類（内不確実　　　1ess　quantity　than　green　muscardine　silkworm・

　1種類）を，白飛病蚕においては11種類（内不確実1種　　　and　also　acknowledged　that　the　am◎unt　of　aspa「一

類）を，y緑彊病蚕におV・ては18種類（内不確実1種類）　tic　acid　i・th・whit・m・sca・dine　silkw°rm・・e

　を検出した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　more　plentiful　than　in　the　normal　one．


